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大学院修士学位論文題名一覧　―― 平成 29 年度 ――

―― 仏教学研究科 ――

《仏教学》

木村　美穂　　　古代日本における観音信仰と霊魂観

千葉　美帆　　　仏教と疫病―対抗手段を中心に―

藤　　眞智　　　生天思想と極楽往生思想

若麻績伸幸　　　動物供養の理念

《梵文学》

北山　良超　　　『バガヴァッド・ギーター』の研究

田中　純也　　　Mun
・
d

・
akopanis

・
ad の研究― bhās

・
ya の解釈を中心に―

《天台学》

加藤　栄光　　　慈覚大師信仰と伝説について―東国を中心として―

安居院徳昭　　　天台教観における中について

大嶋　孝道　　　天台教学における仮観について

關口　泰典　　　平安時代の生死観―『往生要集』と説話文学を中心に―

藤﨑　尊道　　　『山家要略記』の研究―『厳神霊応章』を中心に―

清原　慎田　　　南岳慧思の伝記と仏教観

《豊山学》

仁多見郁恵　　　密教における往生思想について

―浄空撰『即身成仏安心決定』を中心に―

幡谷　俊一　　　Īśvaraの研究―YogabhāsyaとNyāyabhāsyaとの比較を中心に―

浅野　雅信　　　後宇多法皇と真言密教

小渕　尊史　　　空海精髄の開明と探究―『念持真言理観啓白文』を中心として―

小島　雄貴　　　恵照における阿字観の研究
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佐山　真彰　　　亮汰の研究

中村　仁美　　　神祇祭祀から見た根来の研究

守山　潤雄　　　『即身成仏義』の研究―六大思想を中心に―

《智山学》

荒谷　純栄　　　中観思想の研究―Prajn~ āpradīpa 第 24 章を中心として―

《浄土学》

竹本　智貴　　　法然浄土教と親鸞浄土教の思想的相違について

―仏性の捉え方を中心に―

平間　俊宏　　　道重信教上人の研究

里見　奎周　　　道綽教学の研究

中島　大樹　　　法然浄土教における浄土五祖伝の受容について

峯崎　就裕　　　『一百四十五箇条問答』の研究

大西　浄彦　　　祐天上人伝の研究

小笠原紀彰　　　『諸仏菩薩釈義』の研究―浄土教に関する説示を中心に―

野村　隆道　　　『両巻無量寿経宗要』の研究

―人間学研究科―

《社会福祉学》

宇野　宗道　　　日本におけるクラブハウスモデルの実践課題に関する研究

池田　江梨　　　医療リワーク利用者の就労継続に影響する認識と行動の変

容プロセス

小林　俊暁　　　住民主体の地域福祉活動における社会資源としての寺院の

役割と可能性

金　　載演　　　精神障害のある人のセルフスティグマに関する研究

―セルフスティグマと居場所感との関係性に関する検討―
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《臨床心理学》

片平　　巌　　　高校生における ADHA 的行動への認知と対応行動の課題

青砥　沙織　　　父子関係における父親像に関する研究

―父と子の双方向の視点から― 

秋元　紳司　　　企業研修講師の研修観とその形成過程

―心理教育を担う講師の語りから―

飯島　帆南　　　小児炎症性腸疾患患者の Quality of Life を高めるための心

理社会的支援のあり方について

池永　里子　　　熊本震災を体験した高齢者の調査を通して有用な支援につ

いて考える

川口　加穂　　　男子大学生におけるボディ・イメージの類型化と痩身傾向

に関する研究

木村　麻理　　　地域活動支援センターを利用している統合失調症当事者の

居場所の捉え方について

堺　沙弥香　　　高齢者がひとりの時間をどのように体験しているか

―感情・行動・対人関係に着目したインタビュー調査―

佐藤　理子　　　ストレス対処の意識化―実行可能性と効果―

髙橋　明希　　　初任臨床心理職者の環境適応のプロセスについて

高柳　美保　　　聴覚障害者の援助要請能力に寄与する要因

千野　洋見　　　DV 被害経験からの回復プロセスに関する研究

―外傷後成長の視点から―

辻　久美子　　　発達障害のある児童の進路支援に関する研究

―児童養護施設職員へのインタビュー調査を通して―

手間本千夏　　　ワークブックを活用した認知行動療法の有効性の検討

堀　　大輔　　　大学生の就職活動終了に至るまでのプロセスに関する研究

―他者から及ぼされる影響とその時期に焦点を当てて―

本澤　真紀　　　女子大学生の就職活動ストレスへの対処方略

―エゴグラム（TEG Ⅱ）を活用して―

三好　麻由　　　香りが与える心理的効果

菅原　和也　　　転職に至るプロセスと転職がもたらす意味―中高年の場合―
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《人間科学専攻》

城野　兼一　　　日本社会におけるフォークソング概念の受容と定着の過程

野村　大悠　　　映像への興味度の測定方法の確立と視聴覚相互作用の定量

的観測

―文学研究科―

《宗教学》

高嶋　講至　　　ニヒリズムの限界

―ニヒリズムの自己克服、ニーチェのそれと仏教のそれと―

中村　悟眞　　　ハワイにおける日系仏教の海外展開と現代的様態

―浄土宗開教使の活動を中心に―

下垣　良太　　　植芝盛平における神観念

坂爪　悠馬　　　マルクス疎外論の見直しに向けて

《史学（日本史）》

入谷　　敏　　　蘇我馬子を中心とした蘇我本宗家の研究

内海　　遥　　　旧石器時代における狩猟具の研究

木内　拓実　　　渋沢栄一と鉄道事業─日光鉄道を中心に─

原田　紋佳　　　熊野信仰に関する基礎的研究

《史学（東洋史）》

岩田　勘次　　　唐代河東藩鎮について

《比較文化》

松本　美咲　　　「雪白姫」の改変―映像化されたメルヘン―


